
 

健診結果から自分の体に起こっていることを理解し、自分の体に応じた治療や生活習慣を選択することが、

あなたの体を守ることにつながります

体づくりのスタート 成長のピーク この先は代謝が 臓器が小さくなり
一生で一番成長する 落ちていく 働きが弱くなっていく

生涯をつうじて、毎日の生活が健康につながります
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体の維持、機能の低下予防が大事な時期
次世代を生み育てる体づくりをする

大事な時期

成長・発達に合わせた生活習慣が
体づくりにつながる

体が完成

　健診結果に合わせた生活習慣が血管を守ることにつながる

自分で生活習慣を選択し、実行する
自分で生活習慣を

選択する力をつけていく
おとなの生活習慣が
こどもの生活習慣を作る

一生使う体の基礎づくりをする
特別な時期

血管が傷んでおこる健康障害を予防するために

健診は受けることが目的ではありません。

生活習慣によって成長・発達が
変わる時期

若い頃と同じ

生活習慣で大丈夫？

生活習慣の積み重ね方が

影響します
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血管を

傷めるのは？

血管は痛みを感じない

自覚症状がない

血管がつまる、

やぶれる
（健康障害）

要介護状態

高血糖

脂質異常 高尿酸

高血圧

内臓脂肪

脳卒中

心筋梗塞

腎臓病

糖尿病合併症

認知症

40～64歳で介護認定を受けた

人の約6割が脳卒中

重度の要介護認定者のはい

家には脳卒中が多い

今までの生活が

できなくなります

血管の丈夫さは

血液の中身と血圧が影響します

血液は口から入った食べ物や飲み物で

できていて、毎日少しずつ入れ替わっ

ていきます。

血管の傷み方は生活習慣によって変わります

生活習慣病は長い年月をかけて進行し、自覚症状が現れる
頃には、すでに健康障害を起こしている場合があります。

この状態が長く続くと動脈硬化が進行します
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健診で血管と血液の

状態を確認すること

が必要です

予防することもできます!!

健診結果に合わせて生活習

慣を変えることが要介護状

態の予防につながります

血管の変化
（断面図） 潜在的に進行

徐々に血液の通り道が

狭くなり・・・
自覚症状が出てくる
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